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平
成
13
年
度
市
表
彰
・
秋
の
叙
勲
・
褒
章
・
大
臣
表
彰
・
県
知
事
表
彰

ひ
た
む
き
な
活
動
が
報
わ
れ
て

平
成
13
年
度
成
田
市
表
彰
式
が
11
月
14
日
に
国
際
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
市
政
の
発
展
伸
長
に
寄

与
さ
れ
た
43
人
、
３
団
体
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
み
な
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
こ
の
た
び
叙
勲
・
褒
章
・
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬

称
略
）

▽
大
野
　
政
治
（
船
形
）

▽
圓
城
寺
敏
夫
（
下
方
）

▽

柳
　
正
平
（
南
羽
鳥
）

▽
木
内
　
隆
（
花
崎
町
）

▽
海
保
　
博
資
（
北
須
賀
）

▽
佐
野
　
一
正
（
大
袋
）

▽
渡
邊
　
義
男
（
花
崎
町
）

▽
大
須
賀
し
づ
久
（
橋
賀
台
）

▽
豊
田
　
磐
（
幸
町
）

【
功
績
彰
】

【
功
労
彰
】

市
表
彰

▽
松
島
　
文
哉
（
大
生
）

▽
森
田
　
登
（
十
余
三
）

▽
渡
邉
　
昭
（
土
屋
）

▽
谷
　
重
吉
（
台
方
）

▽
成
毛
　
操
（
三
里
塚
御
料
）

▽
関
根
　
新
一
（
取
香
）

▽
飯
嶋
　
常
二
（
佐
野
）

▽
小
島
　
一
枝
（
吾
妻
）

▽
網
代
　
信
男
（
飯
岡
）

▽
藤

政
弘
（
取
香
）

▽
湯
浅
　
雅
明
（
松
崎
）

▽
杉
田
　
哲
朗
（
土
屋
）

▽
根
本
　
文
男
（
竜
台
）

▽
牧
野
　
定
夫
（
千
葉
市
美
浜
区
）

▽
渡
邊
　
敏
勝
（
北
羽
鳥
）

▽
木
内
　
邦
夫
（
吾
妻
）

▽
木
村
　
新
一
（
吾
妻
）

▽
野
間
口
ミ
ツ
ヱ
（
中
台
）

▽
川
邉
　
成
（
加
良
部
）

▽
鳥
居
　
敏
明
（
吾
妻
）

▽
鳥
居
　
雅
江
（
吾
妻
）

▽
榮
　
洋
子
（
大
竹
）

▽
川
島
由
香
理
（
成
田
高
）

【
功
績
彰
】

【
功
労
彰
】

教
育
委
員
会
表
彰

【
徳
行
彰
】

▽
中
西
　
優
香
（
成
田
高
）

▽
吉
澤
　
賢
（
飯
田
町
）

▽
船
山
　
貴
之
（
成
田
中
）

▽
野
平
　
梨
紗
（
吾
妻
中
）

▽
成
田
国
際
高
校
少
林
寺
拳
法
部
女
子

団
体

▽
成
田
高
校
陸
上
競
技
部
男
子
４
×
１

０
０
ｍ
リ
レ
ー
チ
ー
ム

▽
成
田
高
校
男
子
陸
上
競
技
部

▽
森
　
拓
朗
（
成
田
高
）

▽
井
上
　
悠
（
成
田
高
）

▽
猿
山
　
力
也
（
成
田
高
）

▽
上
原
由
利
子
（
成
田
高
）

▽
河
内
麻
里
子
（
成
田
高
）

▽
長
南
　
裕
崇
（
成
田
高
）

▽
内
田
　
達
也
（
公
津
の
杜
）

市表彰を受けられたみなさん

教育委員会表彰を受けられたみなさん
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【
教
育
功
労
】

▽
吉
原
百
合
枝
（
宗
吾
・
公
津
小
学

校
医
）

【
衛
生
功
労
】

▽
笠
井
精
一
（
囲
護
台
・
歯
科
医
師
）

【
土
木
功
労
】

▽
郡
司
正
幹
（
三
里
塚
・
県
建
設
業

協
会
副
会
長
）

県
教
育
功
労
者

▽
島

正
夫
（
成
田
国
際
高
校
長
）

統
計
関
係
表
彰
者

【
県
知
事
表
彰
】

▽
丸
善
三
郎
（
下
方
）

【
県
知
事
感
謝
状
】

▽
大
竹
公
男
（
東
和
田
）

【
県
市
長
会
長
表
彰
】

▽
鈴
木
一
郎
（
南
羽
鳥
）

【
県
統
計
協
会
表
彰
】

▽
瀧
澤
典
男
（
堀
之
内
）

▽
古
関
光
一
（
竜
台
）

▽
小
川
寛
（
長
沼
）

秋の叙勲･褒章
大臣表彰7氏が受章
平成13年「秋の叙勲・褒章」および「大
臣表彰」が発表され、各分野の発展に貢献
されたみなさんが、受章の栄誉を受けられ
ました。

勲六等単光旭日章

昭和45年から印旛建築組合
成田共同高等職業訓練校の講
師として、建築士の育成・指
導にあたり、平成3年からは同
校校長も務められています。

池田政夫さん
（囲護台）

勲五等双光旭日章
法務大臣表彰

長年にわたり法務局の職員
として法務行政に尽力されま
した。また、昭和59年から現
在まで、人権擁護委員として
活躍されています。 金子登美男さん

（橋賀台）

勲五等瑞宝章

昭和33年に行政管理庁に勤
務。昭和62年に福島行政監察
事務所を退職するまで、簡易
で効率的な行政運営のため
に、尽力してこられました。

中西良雄さん
（玉造）

藍綬褒章

昭和53年に人権擁護委員を
委嘱されて以来、平成12年ま
で、長きにわたり市民の人権
を擁護する活動に尽力してこ
られました。

勝田勇三さん
（大竹）

藍綬褒章

昭和51年から現在まで、保
護司として罪を犯した人や非
行に走った青少年の自立更生
の援助・指導に力を注いでこ
られました。

圓城寺敏夫さん
（下方）

文部科学大臣表彰

洋画家で日展評議員を務め
られています。また、県教育
委員会委員長職務代理者も務
められるなど、地域の芸術文
化の発展に貢献されました。

篠 輝夫さん
（飯田町）

総務大臣表彰

統計調査員として工業統計
調査、商業統計調査などに活
躍されています。特に労働力
調査において功績があり、統
計業務に貢献されました。

是永利枝子さん
（中台）

文
化
の
日

県
知
事
表
彰

各
方
面
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
、
千
葉

県
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
み
な
さ

ん
が
、
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）


